
薩
研究主題 「教科 『情報』における個に応 じた指導 の充実 を図 る

指導 内容 ・方法の研究 開発」

1研 究 の 目 的

当部会 は これ まで教科 「情 報」 にお け る 「各単 元 ご との 評価 規 準の 作成 」、 「情 報機器 を

活 用 した生徒 に よる授 業評価 と授 業 の改 善」 、 「個 に応 じた指 導 の充 実」 な どの研 究開発 を

行 い授 業改 善 を提 案 して きた。 しか し、授業 後の 協議 にお い て、 指導 内容や 指導 方 法、評 価

内容 や 評価 方 法 、指 導技 術 、個 に応 じた 指導 の手 だて な どにつ い て、授 業改 善 を図 るた め の

協議 を深 める方法 が 不 十分 なた め、授 業改 善 につ な が って い ない とい う指摘 が な され て い る、

この よ うな原 因 は、① 学習指 導案 を授 業 日に初 めて 目にす るた め、 指導 内容 や指 導 方法 、

評価 方 法な どを十 分 に吟 味す る こ とがで きな い。 ② 協議 会 では 、 多 くの教員 が初対 面 な こ と

が 多 く、す ぐれ た面 につ いて の意 見交換 は交 わ され て も、授 業 改 善の ため の協議 にっ いて は

不 十分 な面 が ある。③ 授 業者(教 員)に 対 して助言 者 的 な 立場 の 人が 不在 なこ とが多 く、 ま

た 、指 導 内容 や授 業 の在 り方 を具 体的に 指摘 しあ う仕 組 み がな い。④ 学 習指 導案 の改 善 にP

DCAの マネ ジメ ン トサ イ クル が 生か され て いな いた め 、授 業後 に学 習指導案 の 改善 が十 分

に な され てい ない。 な どに よる もので ある。

そ こ で、 当部会 は この よ うな課題 を解 決す るた め、情 報 機 器 の有 効利 用 が可能 で あ る教 科

「情 報 」 の特 性 を生 か しなが ら、教員の 相互研 鍛 を深 め る た めの方 法 にっ いて研 究 を行 うこ

と と した。

皿 研 究 概 要

各 学 校 で の研究 授 業や研 究 協議 を通 して 、指導 内容や 指 導方 法 、評価 内容 ・評価 方 法及 び

学 習指 導 案 の改 善等 にっ いて 、教 員 の相互研 鎖 を行 うた め の研 究 とシステ ム の開発 を行 った 。

教員 の相 互研鎭 の 方法 として 、授 業者 に対 す る助 言者 と して の 立場 、授 業を してい る教 員

として の立 場 、ま た授 業 を受 けて い る生 徒 と して の 立場 とい う三者 の立場 か ら、指 導 内容 や

授 業 の在 り方 をチ ェ ックす る仕 組み(SituationoftheAdvis。rTeacherandStudentl

「SATSシ ステ ム とい う。 」)を 開発 す るこ とと した。 この システ ム は次の よ うな各段 階

で 情 報 通信 ネ ッ トワー ク を活 用 し、それ ぞれ の立場 で指 導 内容 や 授 業 の在 り方 をチ ェ ック し、

活発 な 意見 を引 きだ させ て授 業改 善 を図 って い くもの であ る。

1段 階 研 究授 業 前 に掲示板 や メー リン グ リス トを活 用 す る。(Pl計 画 ・評 価)

2段 階 研 究授 業 で は評価 シー ト(表3を 参照)の 記入 を行 う。(D:実 施)

3段 階 研 究協議 の時 にネ ッ トワー クシ ステ ムを活 用 して 、SATS分 析 シー ト(表4を

参 照)に 意 見 を書 き込む。(C:評 価)

4段 階SATS分 析 シー トを基 に指導 内容や 指 導方 法 等 の 改善 を行 う。(A改 善)

以 上 の よ うに 、ネ ッ トワー ク システ ムを活 用 した システ ム を構 築 す る ことに よ り、各段 階

で の 協議 を活 発 に させ 、PDCAの マ ネ ジメ ン トサイ クル を有 効 に機能 させ るこ とが可 能 と

な り、指 導 内容や 指 導方法 の改 善 につ なが る。
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皿 授 業 の 改 善 を 踏 ま え た 研 究 授 業 の あ り方 と授 業 の 改 善

研 究 授 業を効 果的 に行 うた め、SATSシ ス テム を開発 した。 これ は 、研究授 業 を大 き く

4つ の場 面(フ ェ・一ズ1～4)に 分 け、それ ぞれ の 場面 で の取組 を具 体化 させ る と ともに、

研 究授 業 に参加 して い る教員等 を3っ の 立場(助 言者 ・教員 役 ・生 徒 役)に 明 確 に分 け た上

で ・各 立場 か ら授 業 の改 善 と教 員 の 相互 研鎭 を図 る とい うシステ ムで あ る,こ れ に よ り、 具

体的 か つ多 面的 な指摘 の も とに授 業 改善 のPDCAサ イ クル を確 立 させ るこ とがで きる。

以 下 、SATSシ ス テ ム を活 用 した具 体的 な授業 分析 をそれ ぞれ の フ ェー ズ ご とに示す 。

SATSシ ステムの概要
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表llSATS分 析 の概 要

1フ ェー ズ1(研 究授 業前)

研 究授 業前 に、学習指 導案 の共 有及 び研 究 を行 う。特 に助 言者 の ア ドバ イス の もと、 当 日

の授 業 の 目的 、評価 項 目、評価 規 準 、評価 の 場面 な どにつ い て協議す る。 この こ とに よ り、

当 日行 われ る授 業 だけで な く、授 業設 計や シ ラバ ス等 につ い て もあ らか じめ研 究 を深 め る こ

とが で き る。 実際 に、集 まっ て協議 を行 うこ とよ りは 、 メー リン グ リス トや グルー プ ウェア

な どを利 用す る と時 間的 に も効 果 的 であ る。

本研 究 で は、Wiki(誰 で も簡 単 に書 き込 み ・編 集 がで きるホー ムペー ジ の一種 〉 を活

用 し、事前 に学習指 導案 を公 開 し協議 を行 った。 これ に よ り、当 日の授 業 の流れ 、評価 規 準

や 評 価 場面 等 がお互 い に共 有で き、 オン ライ ン上で 質問や その回答 を複数 で確 認 しあ うこ と

が で き る。{詳 細 につ いて は 、別途 資 料 を参照 の こ と。)
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2フ ェー ズ2(研 究 授 業 中)

研 究授 業 参加 者 に 、あ らか じめ3つ の立 場 に分 かれ て授 業 に臨 んで も ら う。 これ に よ り、

よ り多角 的 に授 業 を分析 す る こ とが でき る。

(1)生 徒 役

生 徒 と同 じ立場 で授 業 に参加 し、授業 の 良い点や 課題 を探 る。あ くまで も生徒の 目線 で 、

授 業 の内容 、板 書 、説 明等 につ いて

チ ェ ックす る。

(2)教 員 役(授 業者)

指導 す る教員 と同 じ立場 で授 業 に

参加 し、生 徒の 指 導 と評価 を行 うこ

とに よ り、授 業 の 良 い点や課題 を探

る.評 価 に関 して は 、「指導 と評価 の

展 開 」 に基 づ く評価 項 目 と評価 規準

に照 ら し合 わせ て 行 う。これ に よ り、

「評価 す る力 」 を養 うと ともに、

"価 記入ンート〔勃員閑1

アΦ
構「ナ航 どの「備帽のめり加 ぽ の憶帆む鈷翻彫氏に隣心を撞
つ.

ア②
揺嘱に5中し ツループワーラに精麟 ご参加し惰力しτ行,τい
昏.

イ㊥
ヴラ7力馴 ⊃か愚辱翼と 爬 モのように『「,てい愚功tヒいラ臣酒壱
明磁こ区馴しτ』賦 革.

ウo 曾斬したチー9シート壷共膚7醒 ル凱こコピーし,モれ音もとに事霊
と撤凋壱明確に区∬1して亜職す愚.

エo
Wd訊よに口、饒肚飼等の曇鵡 ヲ■一㌘か鞭1十麗階式やP口=等の羅
τ有在し百判用や五撹鰹を舞虚してい邑こヒ壱哩馴してい各、

エ㊥ 事翼畳毘層し 魔せモ判が齪 珪o段電 臣餌皆立τ竃趾ら摩隆し糟
醇皆偲勘ていく宵塊畳環閣してい邑.

表21評 価 シー トの 例(教 員役用)

評 価 項 目 ・評価 規 準 の妥 当性 等 につ いて もチ ェ ッ クす る こ とがで き る。

(3)助 言者{授 業 者 に 対

す る助 言者)

よ り広 い 視 野 か ら、

指 導 と評価 の計 画 ・評

価 規準 の妥 当性 や 授 業

の在 り方 、指 導 方 法な

どに つ い て良 い点や 課

題 を探 る。 別途 チ ェ ッ

ク シー トを活 用 し、授

業そ の もの につ いて の

チ ェ ック も行 う。

表3:評 価 シー トの例(助 言者 用)

3フ ェー ズ3(研 究 授 業終 了後 の 研究協議)

研 究 協議 にお いて 、フ ェーズ2の それ ぞれ の立場 に墓 づ き 、分 析用 マ トリックス の 作成 を

行 う。 この マ トリックス を 「SATS分 析 シー ト」 と名 付 け るこ と とす る。

SATS分 析 シー トは、大 き く3っ の部 分(授 業意 見 ・質 問 ・ま とめ)に 分か れ てお り、

また 、 「授 業意 見jは4つ のエ リア に、「質問jは2つ のエ リアに 、 さらに 「ま とめ1は 授 業

意 見の 内容 の ま とめ と して対店 す る形で4つ のエ リア に分 かれ て い る。(表4を 参照)

研 究授 業 に 参加 した教員 は、 まず 授業 意見 や質 問 を挙 げ 、 このSATS分 析 シー トに記 入

して い く。 そ れぞ れ の 立場 で該 当の箇所 を記 入す る こ とが 基 本 とな るが、教 員の 立場 は 、生

徒 及 び助 言 者 の 両方 の 内容 が含 まれ るた め、 それ ぞれ のエ リアに集約 させ てい く。

SATS分 析 シー トの作成 に 当た っ て、本部 会で は 、掲 示板 か ら作成す る方法 と、エ クセ

授桑評価票

■擾粟前野価項目

舞単響糟鷺 霊幽 醐.蟹 塁罵i.む蝿i藁 」」' 二pwべ 艦 埴 雑 ∵'…= 、;二勢磁 ご、・灘 撫讃i懸"且 ・

看駐 辞価項目 壽価 補 足コメント

A1日 時噂対象.単 元 、目橿 讐必 蔓羅 項が記 眠されているか

A2赴 元の指灘目榎は簡潔.明瞭に妃藍きれているか

A3賦 元の指羽目撫は生桂の實嘘に則Lて いるか
A4註 価規準は楠潔.明 瞭に記量されているか

A5 群価坦準は幽元の指遡目眉に則しているか

A昏 誹贋規箪は生捷の実櫨に則しているか
A7 本時の目榎は簡潔、明曜に記載されているか
A8古 時の日榎は単元の指翼目櫻に則Lて い壱か

^

A

^

^

A

A

A

本時の目棲性生硅の実態に則Lているか
O掌 習話動は簡潔.明 嘘に盟藍されているか

学習活髄は轟λ.腱 關.まとめが逼切に時間肥分されてL電 1か

学四活動に生捷の具体飼な話動が記載されているか
掌賢活動に誼韮されている内審に誤リはないか

誹価方法は学冒活動と関蓮付けられてい筍か
評価方法は詳価規準と盟蓮付けられているか

おL燭 蟷 指 亥韓憾 纏灘葛葛覆 圃概 盤隆垂双"葦 畦臨 瓶 齢 、.・ τ-'"藍羅
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ル の 共有機 能 か ら作成方 法 の2っ を試 み た。

掲 示板 か らは、AutoASPを 用 い て作成 し、研 究授 業終 了後 の協議 開催 時 にそれ ぞれ の立 場

か ら 「投稿 」 とい う形 で コメ ン トを行 う。 投稿 を とる こ とによ り気 軽 に コ メン トをす る こ と

が で きる ため、積極 的 に参加 で き るメ リッ トが あ る。 しか し、投稿 され たデ ー タをSATS

分 析 シー トに ま とめ る作業 が必 要 とな るた め工夫 力雪必 要で ある。

一 方
、Excelの 共有機 能 を用 い る方 法 は、Excelの シー ト自体 を共有 化す るこ とに よ り、

複 数 の 教員 で 同 じシー トに直接 書 き込む。 記 入 を終 えた時 点 でシー トが 出来 上 が り完成 させ

る こ とが で きる。そ の際 、お互 い に入 力 したデー タへ の 上書 き を防 ぐた め、あ らか じめ 、個 々

の 教 員 が記 入す る場所 を指 定 して お く必 要が あ る。

研 究授 業 への参加 者 が少 な い場 合 は、 どち らも有 効 な手段 で は あ るが、参加 者 が 多い場 合

は 、Excelの 共有 機 能 を用 い る と効果 的 にSATS分 析 シL・・Mトを完 成 させ るこ と溺で き るe
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表41SATS分 析 シー ト

SATS分 析 シー トが完 成 した ら、それ ぞれ のエ リアにお い て、優 先 順位 を勘 案 し、1っ

な い し2つ の単純 な コメ ン トに集約 させ る作 業を行 うeこ れ によ り、生 徒や助 言者 の立 場 か

らみ た 良い 点、改善 提案 の4つ が そ ろ うこ ととな り、 よ り直 接 的 に授業 者 にア ドバ イ スが 可

能 とな る と ともに、参加者 に とっ て何 が 重要 点で あ るのか を示す こ とがで き る。

4フ ェー ズ4(研 究 授業 ・協 議 終 了後)

改 善 点が 明確 にな った とこ ろで 、全 員 が行 った分析 結 果 に基 づ き、学 習 内容 や 指 導 上の 留

意 点 な どに ついて学 習指 導案 の 修 正 を行 う。 これ に よ り、各参加 者 が授 業 を行 うに際 して 、

どの よ うな 部分 に留 意す べ きか を 明確 にす る こ とが で き る。 また 、デー タベ ー一ス化 をす るこ

とに よって 、研 究 内容 の共有 化 を 図 る こ ともで きる と考 え られ る、
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rvSATSシ ス テ ム を導 入 した 研 究 授 業 の実 践 例

1学 習指導案

(ユ)対 象学年 東宗都立H高 等学校第3学 年40名

(2)科 目名(単 元名)情 報A(「 情報の統合的な処理」「描画 ソフ トを利用 したポスター作成 」)

(3)単 元の 目標

0収 集 した多様な形態の情報 を 目的に応 じて統合的 に処理す る方法を習得 させ る。

(4)指 導 と評価の展開

① 評価規準

ア 関心 ・意欲 ・態度 イ 思 考 ・判断 ウ 技 能 ・表現 工 知 識 ・理解

内 ①多様 な形態 の情報が ①収集す る情報に ①周辺機器や ソフ ト ① コ ン ピ ュ ー タ

容 統 合 で き るこ とに関 心 応 じた周辺機器や ウェア を用 いて情 報 の機 能 、 周 辺 機

の を もち、情 報 を統 合 的 ソフ トウェ ア を適 を収 集 し、収 集 した 器 、ソ フ トウ ェ ア

ま に扱 うた め に コン ピュ 切 に選 択 し、 目的 情 報を 目的 に応 じて を組 み 合 わせ る

と 一 タの 機 能 、周 辺 機 器 、 に応 じて情報 を統 統合 的 に処 理す る。 こ とに よ っ て 多

ま ソ フ トウェア を組 み合 合 す るた め に ソ フ 様 な形態 の情 報

り わせ て 活用 しよ う とす トウェア の使 い 分 が統 合 で き、目的

ご る 。 けや組み合 わせを に 応 じ て処 理 し

と 考 え る. 活 用 で き る こ と

の を理解 して い る。

評

価

基
準

単 ① 多様な形態の情報 を ① 目的 と作業 の効 ①情報 を統合す るた ①代 表 的 な ソフ
元 目的 に応 じて統 合 しよ 率 を考えて制作計 めに 目的 に応 じて ソ トウ ェ ア の 種 類

の う とす る。 画 を 立て る。 フ トウェア を使 い分 とそ の 用 途 を 理

評 ② 箸作権やプ ライバ シ ② 制 作 物 を 評 価 けた り組み合わせた 解 して い る 。

価 一 を 尊 重 し よ う とす し、改 善 を考 え る。 りす る。 ② 制作物 を評 価

規 る 。 ③制作活動におい ② 多様 な形態を情報 し改善す るた め

準 て著作権や プライ を統合 した制作 を行 の基本 的 な方 法
バ シー な どに つい う 。 を理解 して い る。

て 配慮 す る。

学 ① セ ン ター モ ニ ター で ①時間配分を考え ① ソフ トウェアの ツ ① ペ イ ン ト と

習 の説明を熱心に見てい て 制 作 で きる。 一 ル を効 果 的 に使 用 AdobePhoto5』OP

に る 。 ②独創的なアイデ で き る 。 Element52.0の

お ②指示 に従 って積極 的 ア を考 え出せ る。 ②制作条件 の要素 を 基 本的 な使 い 方

け に制作 しよ うとす る。 ③ 自分が工夫 した 的確 に入 れ 、魅力 的 を理解 して い る。

る ③指導者や友人に聞い 点や 、 他 人 の 作品 な制 作が で きる。 ② 余 白設 定 や グ

具 た り、試 した りして疑 で 関心 した 点 、 自 ラ デ ー シ ョ ン の

体 問 を解 決 しよ うと して 分 の今後の課題 に 方法 を理 解 して

の い る 。 つ い て 、 ワ ー ク シ い る 。

評 一 トに 記 入 で き ③印刷 の設 定 を
価 る 。 理 解 して い る 。

規

準
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②指導 と評価 の計画

時

限
学習活動

評価規準 との関連
評価の方法

ア イ ウ 工

ユ

・描 画 ソ フ ト 「ペ イ ン ト」の 説 明 を 聞 く。 ① ◇行動観察
・セ ン ター モ ニ ター で 指導 者 の デモ ンス

トレー シ ョンを見 なが ら、描 画 の練習 を

す る。

①② ① ◇行動観察

・ 描 画 ソ フ ト 「AdobePhoto8hop

Elements2.01の 説 明 を 聞 く 。

① ◇行動観察

・セ ンター モ ニ ター で指 導者 の デモ ンス

トレー シ ョンを見 なが ら、描 画 の練 習 を

す る。

①② ① ◇行動観察

2

・下書 きを も とに好 きな ソ フ トウェアで

ポス ター を作 成す る。

② ◇行動観察

・次時 の学 習 につ いて 貌 明 を聞 く。 ◇ 行動観察

3

・本時 の学 習 につ い て説 明 を聞 く。 ◇行動観察
・グ ラデー シ ョンの方 法 に つい て説 明 を

聞 く。

① ◇行動観察

・ポ ス ター を 制 作 す る 。 ② ①② ①② ①② ◇ 行動観察

4

・ポ ス タ ー を 完 成 し、 印 刷 す る 。 ① ①② ① ②

③

◇行動観察

・掲示 され たポ ス ター を鑑 賞す る。 ③ ◇ ワ ー ク シ ー

ト

・自分 が工夫 した点や 、他 人 の作 品で感

心 した 点 、 自分 の今 後 の課 題 につ いて 、

ワー クシー トに記 入す る。

① ③ ◇行動観察

・次時 の学 習 につ いて説 明を聞 く. ◇行動観察

(5)本 時 の指 導計 画

① 日時 平成17年10月7日(金)第5・6時 限

② 対 象 ク ラス 第3学 年5組

③ 本 時 の学習 内容 「描画 ソフ トを利 用 した ポス ター 作成 」

④ 本 時 の 目標

ア 描 画 ソフ トの基本 的 な使 い方 を理解 し、 実践 させ る。

イ 制 作条件 の要素 を入れ 、工夫 して ポス ターを作 成 させ る。

ウ 他 人 の作 品の 良 さを見付 け、 自分 の今 後 の課題 に気 付か せ る。

⑤ 時間数4時 間 中 の2時 間

⑥ 使用 アプ リケー シ ョン ソフ ト

・ペ イ ン ト系 ソフ ト

・画像処 理 ソフ ト

⑦ 配布 資 料 ワー ク シー ト1枚
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時

間
学習内容 生徒の様子 指導上の留意点 評価の観点 評価の方法

・出席点 呼 ・来 た者か らPC ・時 間が来 た ら号 ・授 業 に集 中で

の 起 動 、 ロ グ イ 令 、 点 呼 す る 。 き る 。 行動観察
ン す る 。

・本時 の学習 につ ・本時 の 学 習内 ・印 刷 、 ワ ー ク シ ・本 時 学習 内容

い て の 説 明 を 聞

く。

容 を把握す る。 一 ト提 出ま での時

間配分 を考慮 す る

を把握す る。
行動観寮

1 よ うに注意す る。
導
入

5

分

・余 白設定 、グラ

デー シ ョンの方法

について説明 を聞

・余 白設 定 、 グ

ラ デー シ ョンの

方 法 にっ い て分

・セ ン タ ー モ ニ タ

ー で 説 明 す る
。

・余 白 設 定
、 グ

ー 一
ファ ー シ ョンの

方法 にっ いて分
行動観察

く 。 か る。 か る 。

・印刷 方法の説 明 ・印刷 の設 定方 ・印刷 のボ タ ンは ・条 件 の要素 を

を 聞 く 。 法が分か る。 1回 だけ押す こ と

を注意す る。

入れ 、 工夫 して

ポ ス ターを完成
行動観察

させ ら れ る 。

・ポ ス タ ー を 作 成 ・条件 の要 素 を ・白 板 の 「ボ ス タ ・印刷 の設 定 を

す る。(途 中10萄

間休憩)

入 れ 、工夫 して

ポ ス ター を 作成

一 に入れ る要 素 ・

ことば」の板 書 を

確 認 し 、 印 刷 で

き る 。
行動観察

展
7

し て い る 。 砲 認 させ る。

開
0

分
・印 刷 し展 示 す る 。 ・印刷 の設 定 を

確 認 し、 印刷 し

てい る。

・展示 は生徒個 人

で させ る。

・自 他 の 作 品 を

比 較 し 、 ワ ー ク

シ ー トに 記 入 で
行動観察

き る 。

ま

と

め

1

5

分

・ワ ー ク シ ー トに

記 入 し、提 出 す る 。

・次 時 の 予 告 を 聞

く。

・ 自 他 の 作 品 を

比 較 し 、 ワ ー ク

シ ー ト に 記 入

し 、 提 出 す る 。

・ポスター をぱ っ

と見 た印象 に着 目

させ る。

行 動観 察

ワー クシー

ト

2SATS分 析 シ ー ト

(1)準備 一
AutoASPを 用 い て 校 内 掲 陶 飛 蔵　 )一"・■-ti・ 概 燈 ・,陣 ・

示板を作 り・分析シー トを作 … 【曜.爆欝 纏 農鷺 欝 鰯 》

成 す るた め の コメン トを、参

加した先生方が舳 に謎 で ゆ灘 欝 選鞭 灘 羅 膿 臨離 甑

き る よ う に な っ て い る。 こ こ.
1"}=畦 ・垂ンユトレ輪 殉 ン 櫛隔@r」茎平爾 臼蓬加 素凶1朋{彊 信》

で は 、 文字 の色 を指 定 して投 蹴皿ぺ磁 亀際軋嘘 苧モンス・レ…恥

稿 す る こ とが で き るた め、記 【嚇翻 撫g燃 幽 犠粥 、

入 に あた り、分 析 シ_ト のエ リ伽 ㈱ 儲駈了ぺ臨 嚢

リア ご とに色 を指 定 してそ の 圃 鑑 繋謹iと讐綴 讐濫温鷲雛罐ζ謡犠

内容 に沿 った 内容 の色 で投稿
…認 塘聖爆 難 螂B鱒 難轡勢　 帷・一 騰 一難雪曲撚 脚櫛一…・・・…r:

い た だ いた。 発 言 を求 め る よ

りも効果 的 に意 見 を集 め られN表5=AutoASPに よる掲 示板

7人 で70件 の意見 が得 られ たe

コ ピー&ペ ー ス トで分析 シー トに 転載 した た め、時 間が かか って しま った こ とや 、掲 示 板

作成 の知識 が必 要 にな るため 、事後 に研 究 したExcelシ ー トの共 有 に よる方 法 が効果 的 で

あ る。
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3研 究協 議

授 業 改 善へ 向 け、SATS分 析 シー トを も とに研 究 協議 を行 った。今 回 の研 究授 業 で 出 さ

れ た 意 見 は 、次 の よ うに なる。

(1)生 徒 の立場 か ら見 た指摘 事 項

評 価 のあ い まい さ(作 品 そ の もの、ワー クシー トな ど)、 説 明 不足(余 白設定 、保 存 の タ

イ ミン グ、素 材 の利用 な ど)、 題材 の適 正(行 事 が終 わ った後 の ポス ター作 りに つ いて)

(2)助 言 者 の立 場 か ら見 た指 摘事 項

単 元 「情 報 の統 合的 な処 理1と 学 習 内容 との関連性 、評 価 規 準の表 現 につ いて 、本 時 の

目標 の 達成 度 につ いて

4学 習 指 導 案の 改善

研 究 協 議 での 指摘事 項 を基 に 、次 の点に つい て学習 指導 案 の 改善 を図 った。

(1)説 明不 足で あ る と指摘 され た点 につい て、説 明 を追加 す る。

(2)評 価 規 準((4)①)の あい まい さを指摘 され た点 につ い て 、評価規 準 の文言 を訂正 す る。

(3)生 徒 へ 向け て ワー クシー トの評価 を説 明す る。

(4)「 情 報 の統合 的 な処 理」 を一 層 明確 にす るた めに、 学習 の 到 達度 目標 を明確 にす る。

時

間
学習内容 生徒の様子 指導上の留意点 評価の観点

評価の方

法
・出席点呼 ・来 た者 か らPCの 起 ・時 間 が 来 た ら号 ・授 業 に集 中で

動 、 ロ グ イ ン す る。 令 、 点 呼 す る 。 き る 。 行動観察

・本 時 の 学習 に ・本時 の学習内容を把 ・印 刷 、 ワ ー ク シ ー ・本 時 学 習 内容

つ い て の 説 明 を

聞 く。

握 す る。 ト提 出 まで の時間

配分 を考慮 す る よ
を把握 す る。

行動観察

うに注意す る。

1
・余 白 設 定 、 グ ・余 白 設 定 、グ ラ デ ー ・ ペ イ ン ト 及 び ・余 白 設 定 、 グ

導
5

,一

プ ア ー シ ョ ン の シ ョンの 方 法 にっ い 距ot。sh叩 両 方 と も ラ デ ー シ ョ ン の
入

分 方 法 につ い て説

明を聞 く。

て 分 か る 。 余 白 の 醗 定 を説 明

す る。

方法 につ い て分

かる。
行動観察

・ポスター の具体例

を提示す る。
・印 刷 方 法 の説 ・印刷 の設定方法が分 ・印刷の 瀞タンは1 ・条 件 の要 素 を

明 を 聞 く 。 か る 。 回 だ け押 す こ と を

注 意す る。

入れ 、 工夫 して

ポ ス タ ーを 完成
行動観察

さ せ られ る。

・ポ ス タ ー を 作 ・条件 の要素 を入れ 、 ・白 板 の 「ポ ス タ ー ・印刷 の設 定 を

成 す る 。(途 中10 工 夫 して ポス ター を に入れ る要素 ・こと 確認 し、印 刷で

分間休憩) 作成 している。 ば」の板 書を確認 さ き る 。

せ る 。

・ま曲 に保存す るよ 行動観察
う注意す る。

展
開

7

0

分

・素材 を利用す るこ

と に つ い て 説 明 す

る。
・印 刷 し展 示 す ・印 刷 の 設 定 を確認 ・展 示は生徒個 人で ・自他 の作 品 を

る 。 し 、 印 刷 して い る 。 さ せ る 。 比 較 し 、 ワ ー ク

・早 く終 了 した生徒

に 、他の生徒の 操作

シ ー ト に 記 入 で

き る。
行動観察

フ ォ ロー を 指 示 す

る 。

・ ワ ー ク シ ー ト ・自他 の 作 品 を比 較 ・ポ ス タ ー を ぱ っ と

ま

と

め

1

5

分

に 記 入 し 、 提 出

す る 。
・次 時 の 予 告 を

聞 く 。

し、ワ ー ク シ ー トに 記

入 し、 提 出 す る 。

見 た 印 象 に 着 目 さ

せ る。
・ワー クシー トの評

価 に つ い て 説 明 す

行 動観察

ワー クシ
ー ト

る 。

改善箇所 は、 ゴシ ック体 で示 した
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V成 果 と 課 題

1本 研究 の成果

本 研 究 の大 きな成 果は 、従 来 の研 究授 業 の形 式 を踏 ま えた 発展 的 な方 法で あるSATSシ

ス テ ムの 開発 であ る.こ の シス テム は、研 究授 業 を効果 的 に実施す るた め、以 下 の特 徴 を備

えて い る.

(1)研 究 授業 の実施過 程 を4つ のプ ロセ スに分 けて 取組 を明確 に した。

(2)研 究授 業 の参加 者 を3つ の 立場 に分 けて取組 を明確 に した。

さらに、 実施 に当た って は教科 「情報」 の 特徴 を生 か し、授 業前 の協議や 授 業後 の 研 究

協 議 を 行 う際 の情報収 集や 情報 共 通等 につ いて、 情報 通 信 ネ ッ トワー クや情 報機 器 を活 用

した 手 法 を開発 し活用 した。

(3>研 究授 業 前に 事前 に ウェブ に公 開 され た学 習指 導案 を用 いて オ ン ライ ン上で事 前 協 議 を

実 施 した.

(4)授 業 時 は 、事 前 に配布 され た評価 票 を も とに授 業 内容 を チ ェ ック した。

(5)研 究 協議 で は 、SATS分 析 シー トを用 い て コン ピュー タ上 で意見収 集 を行 い、課 題 を

明 確 に した 上で 協議資 料 を作成 した。

(6)学 習指 導案 を含 め研 究協議 に用 いた資料 等 をデ ー タベ ー ス化 し、授 業の ナ レッジマ ネ ジ

メ ン ト化 に 取 り組 んだ 。

本 研 究 で得 られ た、以 上の成 果 は 、東京都 教 育委員 会 の推 進 す る 「授 業改 善PDCAサ イ

クル 」 を 具現化 し、授 業 者だ け でな く参加者 の相 互研 鎭 につ なが る方法 として意義 の ある も

ので ある、

2今 後 の課 題

今 後 の課 題 と して は、 「SATS分 析 シー トを用 い た研 究授 業 の 円滑 な実施方 法 の検討 」、

rSATSシ ステ ムで得 られ た 資料 のデー タベ ー ス化」 等 が 考 え られ るe

SATSシ ステ ムを有効 に活 用す るた めに は、情 報機 器 や 情報通 信 ネ ッ トワー クの活 用 が

不 可 欠で あ る。従 来 の研 究授 業 の方 法 と比較 して 、機器 や 、掲示板 作成 ソフ トウェア等 の設

定 準備 の た め、担 当者 の負担 が 重 くな る。 しか し、そ の分 の効果 も十分 に期 待 で きる。

こ の こ とか ら、他 の教科 で も活用 しや すい よ うに、SATSシ ス テ ムに よる研 究 協議 会 の

運 営 方 法 等 の研修 が必要 にな る。今 後は これ らの 点 につ いて も研 究 を行 う必 要 が ある。

謝 辞

本 研 究 にあ た り、次 のフ リー ソフ トを利 用 させ て頂 いた 。深 く御 礼 を申 し上 げ たい。

(1)「AutoASP」 城 台 隆光 氏(http二 〃www.n(,レwd).11e。-iロんarsol/autoaspノ)

(2)「YukiWikiJ結 城 浩 氏(http:〃www.hyuki.oom/yukiwiki/)

参考 文 献 等

(3>東 京 都 教 育委員 会 「東京 の教 育21研 究 開発 委 員会 指 導資 料集 情報部 会」(平成15・16年

度)

(4)文 部省 「学習 指導 要領解 説 情 報編 」(平 成13年)

(5)国 立 教 育政策 研 究所 「評 価 規準 の作成,評 価方 法 の 工夫 改 善の ための参 考資料(高 等

学 校)」(httlwww.nier.o.'kaiha、tsukou-sankousirou'htm1'indexll.htm)

一一103一


	主題　「教科『情報』における個に応じた指導の充実を図る指導内容・方法の研究開発」
	ＳＡＴＳシステムを導入した研究授業の実践例
	３年　情報Ａ（「情報の統合的な処理」「描画ソフトを利用したポスター作成）

	成果と課題

